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日本版シリコンアレーは生まれるか
単なる出会いからアイディア集積の「場」醸成へ

第 8 章 インターネット企業

インターネット企業

最近「ネット企業」と呼ばれるインタ

ーネット関連企業が注目されている。米

国経済の好況もこのネット企業による新

しいサービスや、インターネットの発展に

伴う情報化投資などによるものであると

いうのが通説であり、ネット企業に対す

る期待が高まるのも当然といえよう。こ

のような企業の振興策として一般に証券

市場や法制度の整備などがいわれている

が、これらの制度改革はネット企業のみ

ならずベンチャー企業全体の発展にも必

要であろう。ではネット企業に特有な性

質や発展のパターンはあるのだろうか。

米国のネット企業の実態をみると特定

地域に集積することで発展してきている

ように思われる。本稿では、サンフラン

シスコのマルチメディアガルチ、およびニ

ューヨークのシリコンアレーに関して述べ

た後に、わが国にこうした地域が生まれ

る可能性に関して考えてみたい。

近接立地の重要性

マルチメディアガルチやシリコンアレー

は全米でも注目されるネット企業の集積

地だが、これらの地域では市全体の20分

の1以下程度の面積に、マルチメディアガ

ルチで約6割、シリコンアレーは約5割の

ネット企業が集中的に立地し、著しい発

展を遂げている。このような発展は企業

の集積とどのような関係があるのだろう

か。以下では集積と発展の関係を以下の

3点から説明する。

①コンテンツ制作

ネット企業のおもな製品とはホームペ

ージなどのコンテンツ、およびそれを活用

したサービスである。そこで第一に、コン

テンツの制作作業について考えてみる。

一般的にコンテンツの制作にはビジネ

スプランを構築する経営者のほかに、そ

れをウェブで実現するためプロデューサー、

クリエイター、プログラマーなどのさまざ

まな人材が必要とされる。また、「アマゾ

ンコム」のようなウェブサイト構築にはマ

ーケティング、データベース開発、物流

の専門家等も必要とされ、こうした専門

家のコラボレーションによってネットビジ

ネスが可能になる。

また、コンテンツの制作には常にスピ

ードが要求される。ハードやブラウザーな

どの技術進歩やネットワーク拡大のスピ

ードからコンテンツの陳腐化は急速に進

むため、ネット企業は常に作品のタイム

トゥマーケットの極小化、つまり迅速な

インターネットでの公開が求められる。こ

のように、ネット企業はさまざまな分野

のスペシャリストが必要とされると共に変

化への迅速な対応を迫られている。

②企業のプロフィール

第二に、集積地の企業を創業年と企業

の規模からみてみる。企業の創業年をみ

るとほとんどの企業が90年代になって生

まれており、どちらの地域でも94年以降

に設立された企業が半数以上を占めてい

る。また、企業規模をみるとサンフランシ

スコでは約7割が25人以下、ニューヨーク

では平均従業員数が13人であり、圧倒的

に小規模の企業が多いといえる。以上の

ことからベンチャー企業が大多数である

ことが推測できる。

③仕事の進め方

第3に、専門家達の仕事の進め方につ

いて説明する。一般にネット企業はさま

ざまなフリーランサー達とプロジェクトご

とに協力してチームを結成して作業を行

ない、プロジェクトが終われば解散する。

才能のあるフリーランサーをプロジェクト

ベースで容易に調達できる事が産業の発

展に重要だったといえる。

こうした専門家達は個人のネットワー

クを使って職を探し、企業もその時のプ

ロジェクトに応じて必要なメンバーを口コ

ミの情報で調達する。彼等はNPOが催す

パーティなど、さまざまな機会を通じて常

に情報収集に努めているため、プロジェ

クト発生時に迅速な対応ができる。この

ように、これらの地域ではインフォーマル

なコミュニケーションを通じた情報収集が

一般的になっている。また、基本的に各

プロジェクトは専門家同士のフェースト

ゥフェースのコラボレーションが必要不可

欠であり、そうした専門家達がそのプロ

ジェクトをコントロールしたいと考えると

企業を興す。現在、これらの地域で成功

している企業の多くがこのようにプロジェ

クトから派生して起こっている。

このように、これらの地域では想像以

上にテンポラリーな企業文化が生まれて

いる。戦略的パートナーシップのすばやい

組み替えが、最良のビジネスパターンだ

という認識が普及し、自分達の得意な分

野を活かして仕事をすることが容易にな

っている。

④集積による発展のメカニズム

以上のことから、ネット企業の集積と発

展のメカニズムを考えると図1のようにな

る。コンテンツ制作にはさまざまな才能を

結集して短期間で仕事を進める必要があ

るため、専門家達はインフォーマルなコミ
資料2-8-1　ネット企業のプロフィール

出所　“A Survey of the Interactive Media Industry in San Francisco”Coopers & Lybrand (1997), “2nd New York New Media
Industry Survey”Coopers & Lybrand (1997)を元に富士通総研作成
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ュニケーションを通じて迅速にプロジェク

トチームを組織し、フェーストゥフェースの

コラボレーションを行い、足りない才能や

技術を補って仕事を進める。このような

活動を行うには企業や専門家同士が近接

していることが重要だったといえる。近接

性によって構築された互いをサポートす

るためのネットワークは、交換できる情報

の幅を広くすることで更なるコミュニケー

ション、コラボレーションを促すとともに、

新しいアイディアや作品を生み出すプロ

ダクトイノベーションのためのネットワーク

としても機能している。一度こうしたさま

ざまな才能が濃密に接触する「場」が形

成されると、それが人材を呼び込み、新し

いアイディアが創出される頻度も高まって

産業全体が発展することになる。このよう

にネット企業には集積することで加速度的

に発展していく性質があるといえる。

東京のネット企業集積状況

それでは日本にもこうした地域は生ま

れようとしているのだろうか。大都市にこ

うした企業が集積していると推定し、東京

都区部におけるネット企業の集積状況を

把握するための調査を行った。その結果、

東京都心5区（千代田、中央、港、新宿、

渋谷）には現在約600社のネット企業が立

地していることがわかった。特に港区と

渋谷区の一部（赤坂、青山、原宿、渋谷、

恵比寿の一帯）に都心5区のネット企業の

うち4割以上の企業が立地している。また、

千代田区神田近辺でも集積が生まれてい

る。このように都心5区の中でも特定のエ

リアで集積が進んでいる。

また赤坂から渋谷に至る地域には日本

のネット企業の代表とされるような企業

が生まれている。たとえば、赤坂から六

本木のエリアにはマザーズに上場した「オ

ン・ザ・エッヂ」などがあり、青山には

常に最新のインターネット技術を駆使す

る「ドリームアーツ」などがある。そして

渋谷には店頭公開を果たして1000億円企

業になった「インターキュー」などがある。

また、これらの地域には「マクロメディア」

をはじめ、「ダブルクリック」といったマ

ルチメディアガルチやシリコンアレーで成

功を収めた企業も進出している。

そして、ネット企業のムーブメントとし

て話題になった「ビットバレー」も渋谷を中

心とした活動である。ビットバレーは昨年

2月に渋谷に拠点を置くベンチャー企業の

代表者が渋谷をシリコンアレーのようなネ

ットビジネスの拠点にしようと呼びかけた

ことから始まり、これをきっかけに知り合

った起業家や専門家達は頻繁に意見交換

を始めるようになった。7月には「ビットバ

レーアソシエーション」 という任意

団体が組織され、企業家や専門家達に対

して情報交換のための「場」を提供するな

ど、意見交換やコラボレーションを促そう

としている。このようなことから考えると、

赤坂から渋谷にかけてのエリアは日本のシ

リコンアレーの最有力候補といえよう。

集積による発展にむけて

マルチメディアガルチやシリコンアレー

のネット企業の発展は、非常に柔軟な企

業組織をもったベンチャー企業の集積に

よるものである。こうした集積による発展

パターンは日本でも起こり得るのだろう

か。現在、日本では大規模な構造改革に

よってさまざまな産業界から多様な人材

が放出されつつあり、こうした現象はさ

まざまな才能を必要とするネットビジネス

にとって大きなチャンスと考えられる。今

後、世界に通用するネットビジネスを振

興するには現在の企業集積を活かし、さ

まざまな才能が交流できるような「場」

を醸成することが重要であろう。また、

ネット企業においては想像以上に柔軟な

企業組織が求められるため、企業だけで

なく個人にも意識の大変革を迫る事にな

ろう。企業も個人もこうした新しい潮流

をいち早く理解し、積極的に取り込んで

いく事が望ましい。

ビットバレーを一時的なブームとして終

わらせないためにも、集積を活かした出

会いの場から新しいアイディアや企業が

生まれねばならない。企業の集積をどの

ように事業に活かしていくのか、つまり本

当に日本版シリコンアレーが生まれるか

は起業家達の経営手腕や努力にかかって

おり、今後に注目したい。

（湯川抗　株式会社富士通総研経済研究所）
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資料2-8-2　ネット企業集積地域と集積度

図1　ネット企業集積と発展のメカニズム

出所　富士通総研作成
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